
松山城南高等学校 2020年11月号 (No,008)

宗教教育課通信 発行者：宗教主任 辻村佳子

コ イ ノ ニ ア
ずいぶん過ごしやすくなってきました。制服も冬服になり、そろそろ水筒の中

もあったかい飲み物になっていくのではないでしょ うか？寒い季節だからこそ、

様々な“あたたかさ ”を感じることのできる、そんなステキな季節を楽しみまし ょ

う。 11月の聖句は、マタイによる福音書6章25節です。

「思い悩むな」と言われても、悩まずにはいられない私たち人間。そもそも悩みがないとき

なんてあるのでしょ うか？いつだって心配なことはありますし、どう したらいいのだろうと考えす

ぎて、何もかもが面倒くさ くなって、 リセッ ト したいと思ってしま う ことがみなさんにもあるのでは

ないでしょ うか？ 100周年記念資料館に展示されている校章です。

そうです、私たちが思い悩まないことなんて、ありえないのです！ どの時代の校章が気に入りましかたか？

ではイエスはここで私たちに何を伝えようとしているのでしょうか？

それは、 「思い悩むことに自分の全てを支配されてしまってはいけないよ。 」とい うことで、

イエスの 「思い悩むな」という言葉には、「大丈夫だよ！心配しな くてもいいよ！」という イエ

スの優しさがつまっているのです。つまり、 「私たちは命が与えられてここに生きている。その

ことが一番大切なことで、まず、生きてることを大切にしよう 。 」 という ことなのです。 「生きて ☆今月の「喜ぶ人と共に」大賞☆
いて、自分の体があることに感謝する。 」ということ。いつもは生きてることが当たり前で、特 ３年W組・福祉科の生徒です。進路実現を目指して、そ して来年１月に受験する介護福

別に感じることはないかも しれませんが、でも 、今、私たちがここに生きていて、みんなと一 祉士国家試験合格のために、毎日真っ暗になるまで受験勉強に励んでいます。

緒にいることは、本当に奇跡で、特別なことで、そしてとてもうれしいことなんです。

今日、生きているとい う こ と 、 そ し て多 くの人と一緒に過ご している こ とに感謝しながら、

「いのちの美しさを喜ぶ」生き方をはじめてみませんか？

聖書・キリスト教の“はじめの一歩” ＃０８ 「キリスト教の三大祝日」
キリス ト教といえば、ク リスマスのイメージが強いかもしれませんが、他にもクリスマスに並

ぶ大切な祝日があります。イースターとペンテコステです。

クリスマスはイエス・キリス トの誕生をお祝いする日、イースターはイエス・キリス トの復活を

お祝いする日、そ してペンテコステは教会の誕生（成立）をお祝いする日として、キリス ト教

の教会では特別な礼拝が守られています。
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月の予定

月間聖句 「だから、言っておく。自分の命のことで何を食べようか何を飲もうかと、

また自分の体のことで何を着ようかと思い悩むな。命は食べ物よりも

大切であり、体は衣服よりも大切ではないか。」（マタイ 6:25）

月間テーマ 「いのちの美しさを喜ぶ」

20日（金） 収穫感謝礼拝

野菜や果物を持ち寄って礼拝を守ります。献げられたものは、福祉科

が実習でお世話になっている施設にお届し、感謝を分かち合います。

JONAN’s History ＃０８ 校章の変遷

「 だから 、言ってお く 。自分の命のこ とで何を食
べよ うか何を飲も うか と 、また自分の体のこ とで
何を着ようかと思い悩むな。命は食べ物よりも大
切であり、体は衣服よりも大切ではないか。」




